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広 報
.2面…施設の開館状況を紹介

.3面…年末の交通事故を防止

4・5画一市の家計簿を公表

します~平成9年度決質報告

主な内容

年
末
は
い
つ
ま
で
?

年
始
は
い
つ
か
5
?

年
末
年
始
は
大
掃
除
な
ど
で
ご
み
が
増
え
ま
す
。
特
に
、
燃
せ
な
い
ご
み
と

資
源
再
生
ご
み
は
月
に
二
回
の
収
集
で
す
の
で、

出
し
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ご
み
を
出
す
時
聞
は
、
い
ず
れ
も
午
前
七
時
か
ら
八
時
半
ま

で
で
す
。
決
め
ら
れ
た
日
時
や
場
所
を
、
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

過
剰
包
装
は
ご
み
の
元
。
贈
り
物
だ
っ
て
大
切
な
の
は
心
で
す
よ
ね

ーヲ'、‘F 

ιー
み

の
収
集
は

各
家
庭
に
お
配
り
し
て
あ
る

「年
間
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
」
や

「ご
み
の
山
し
万
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

な
ど
を
確
認
し
、
決
め
ら
れ
た
け

時

・
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
資
料
を
ご
希
望
の
方
は

環
境
業
務
課

(宮
引
1
8
7
9

6
)
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
十
二
刀
一
日
サ
で
お
知

ら
せ
し
た
と
お
り
、
燃
せ
な
い
ご

み
と
資
源
再
生
ご
み
の
毎
月
第

一
・
第
三
の
火
・
水
・木
・金
曜
日
収

集
地
区
は
、
十
二
月
十
五
日

・
十

六
日

・
十
七
日
・
十
八
日
が
今
年

最
後
の
収
集
日
で
す
。
出
し
忘
れ

が
な
い
よ
う
ご
花
泣
く
だ
さ
い
。

燃

せ

る

ご

み

マ
年
末

マ
年
始

ロ
月
初
日
(水
)ま
で

1
月
4
日
(月
)か
ら

て7 て7

2美容
な
い
ιー
み

ロ
パ
認
口
(月
)
ま
で

1
川
4
日
(月
)か
ら

資
源
再
生
ご
み

マ
年
末
ロ
月
お
日
(
月
)
ま
で

マ
年
始

1
月
5
口
(
火
)
か
ら

※
第
1
・
第
3
月
曜
日
収
集
地
区

(大
神
・
田
村
・
横
内
・
横
内
団

地
・
城
島
)
は
1
月
4
日
の
収
集

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い臨

時
-.，、
ιー

み

引
っ
越
し
な
ど
で
出
た
大
型
の

ご
み

(た
ん
す
や
ベ
ッ
ド
、
ふ
と

ん
な
ど
)
は
、
有
料
で
収
集
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
也
げ
附
で
環
境

業
務
課

(宮
引
1
8
7
9
6)
へ

お
山
・
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
年
末
比
川
M
n
(木
)
ま
で
収

集
。
た
だ
し
、
巾
し
込
み
の
受
け

付
け
状
況
に
よ
っ
て
は
年
明
け
の

収
集
と
な
り
ま
す

マ
年
始

1
川
7
け
(本
)か
ら
一平

常
ど
お
り
収
集

事
務
所
の
ご
み

明
務
所
や
府
舗
な
ど
の
ご
み
は

引
業
主
が
向
ら
処
理
す
る
こ
と
が

似
則
で
す
。
し
か
し

「燃
せ
る
ご

み
」
の
み
、
希
望
が
あ
れ
ば
少
H
ば

(一

川
口
J

d
未
満
)
に
限
り
、

一
般
家
出
の
ご
み
収
集
日
に
併
せ

て
有
料
で
収
集
し
て
い
ま
す
。
ぉ

巾
し
込
み
は
、
環
境
業
務
課

(宮

引

|
8
7
9
6)
へ
。

。
ご
み
収
集
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
環
境
業
務
課

(宮
引

|
8
7
9
6
)

へ

し
尿

の

てアてア
年年
始末

ロ
月
却
口
(火
)
ま
で

1
川
5
口
(火
)か
ら

臨
時
く
み
取
り

作
家
庭
の
く
み
取
り
は
三
十
日

間
制
で
行
っ
て
い
ま
す
η

収
集
日

が
十
二
月
九
日
か
ら
十
六
日
ま
で

で
、
次
の
収
集
円
(
一
刀
五
日
以

降
)
の
前
に
収
集
が
必
裂
と
な
る

氷
山
腿
に
限
っ
て、

臨
時
く
み
取
り

ご
み
の
持
ち
込
み

ご
み
は
処
理
施
設
に
直
接
持
ち

込
む
こ
と
も
で
き
ま
す

(有
料
)
0

0
燃
せ
る
ご
み
・:
環
境
事
業
セ
ン

タ
ー

(大
神
3
2
3
0
・古
田
1

6
6
1
5)
へ
。
日
附
け
は
休
み

マ

rfk川
辺
川
初
日
(水
)の
正
午

ま
で

マ
年
始

1
月
4
日
(月
)
か
ら

O
燃
せ
な
い
ご
み

(粗
大
ご
み
)

:
・
粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場
(
堤
町

3
1
5

・g
n
1
4
5
57
)
へ
。

k
-日
附
け
は
休
み

マ
ノ
宅
本
ロ
バ
初
円
(水
)の
正
午

ま
で

マ
年
始

1
月
4
日
(月
)か
ら

O
少
量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
、
が

れ
き

(穆
業
系
ご
み
は
除
く
)
・・

遠
藤
原
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

(土
屋
5
8
5
・
宮
田
1
8
4
6

6
)
へ
。

k
-
n耐
円
、
祝
日
は

休
み

マ
年
末

ま
で

マ
年
始

ロ
月
詣
日
(月
)の
正
午

1
月
4
H
(川
)か
ら

収
集
は

を
受
け
付
け
ま
す
の

マ
受
け
付
け
期
間

(火
)ま
で

マ
申
し
込
み
万
法
草
川
で
環
脱

行
理
課
に
住
所

・
氏
名
を
ご
述
絡

く
だ
さ
い

。
し
尿
収
集
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
環
境
管
理
課

(E
n

i
-
-
1
1内
線
2
2
4
2
)
へ

q
L
1
44
内

L
a
3

'A
rf
司
r
M
E
E

和太鼓の響きを体で覚え
管が聞こえなく て も 本 俗 的 な 和 太 鼓 の

演奏を。教自iliと生徒の二 人三脚の好カが、

国体のセレモニ 一会場で笑 を結びました。

取 材 は 狩 橋 幸 校 さ ん ( 田 村 )

熱
一
%
に
包
ま
れ
た
総
A
H
体
行

飢
。
か
な
が
わ
・
ゆ
め
肉
体
、

市
球
開
始
式

(十
月
一

-ト
五
H
)

'

で
、
ま
た
閉
議
祭
イ
ベ
ン
ト

ト

(十

一
月
十
五
日
)
で
権
や
か

4

に
そ
し
て
，r
ん試

一
杯
に
和
太
政

が・
川
り
科
き
ま
し
た
。

附
れ
の
抑
ム
円
を
崩
じ
た
の
は

県
立
平
塚
ろ
う
学
校
の
生
徒
た

.

ち
で
す
。
そ
の
見
事
な
パ
チ
さ

，

ば
き
に
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

.

選
手
や
制
容
か
ら
感
動
の
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

先

H
川
校
を
訪
ね
、
石
川
邦

彦

・
徳
川
宗
千
教
諭
と
.一一
人
の

・

生
徒
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

』

「鼓
舞
子
」
と
名
付
け
ら
れ
た

・

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
同
校
の

中
・
同
等
部
を
中
心
に
構
成
さ

れ
た
三
卜
人

(児
叩
入
、

k
m

人
)。

同
教
諭
の
熱
心
な
指
却

の
も
と
、
生
徒
た
ち
の
ひ
た
む

.

き
な
練
潤
ぶ
り
を
聞
い
て
成
山
心

し
ま
し
た
o

p
 }

同
校
が
和
太
鼓
に
取
り
組
ん

4

だ
の
は
卜
年
ほ
ど
前
で
す
。
当

を
の

奏

」

)

演
も子
で

な
e
舞
館

事
ζ

鼓
育

見

「

体

で
校
合

式
学
総

会

う

市

閉

ろ

塚

の
塚
平

祭

平

(

幕
た
ん

閉

し

さ

体
露
な

国

披

み

時
は
太
鼓
も
無
く
、
角
材
を
削

っ
て
パ
チ
に
し
、
消
だ
る
や
竹

を
た
た
く
な
ど
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
と
て

も
背
感
が
良
く
、
体
全
体
で
管

の
斡
き
を
感
じ
、
全
員
の
リ
ズ

ム
を
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
ほ
と

ん
ど
の
生
徒
は
熱
心
な
余
り
、

下
に
ま
め
が
で
き
て
何
阿
か
つ

ぶ
れ
、
今
で
は
附
く
な
っ
て
い

る
状
態
で
す
。
そ
れ
で
も
だ
れ

一
人
と
し
て
つ
ら
い
糾
習
に
く

じ
け
る
者
は
お
ら
ず
、
一
生
懸
命

に
碩
張
っ
て
き
ま
し
た
。
発
足

当
初
の
符
労
や
生
徒
の
努
力
に

つ
い
て
両
教
ぬ
は
こ
の
よ
う
に

知
っ
て
く
れ
、
熱
な
あ
ふ
れ
る

折
単
に
感
動
し
ま
し
た
。

同
席
し
た
生
徒
三
人
は
、

手

話
を
交
え
次
の
よ
う
に
語
っ
て

く
れ
ま
し
炉
、
「
立
口
が
合
わ
な
い

時
の
も
ど
か
し
さ
や
謀
い
時
の

糾
刊
の
大
変
さ
は
あ
っ
た
。
で

も
、
同
体
を
始
め
、

全
同
'材
陣

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
も
多
く
の

み
な
さ
ん
に
見
て
も
ら
い
、
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
。
和
太
鼓

に
打
ち
込
ん
で
良
か
っ
た」
。

制
伝
、
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ

ん
は
、
同
吋
休
み
な
ど
ナ
暇
を
惜

し
ん
で
糾
習
に
励
ん
で
い
る
と

の
こ
と
。
パ
チ
立
日
高
く
鳴
り
響

く
和
太
鼓
に
、
其
の
教
育
の
在

り
方
を
見
た
思
い
で
取
材
の
稿

を
つ
づ
り
ま
し
た
。

• •••• •• 
*広報ひらつかは再生紙を使っています

•• 
〈平塚市の人口と世帯・平成10年11月1日現在〉・人口254.456(+6ア)・世務92.11ア(+76)※かっこ内の数字は前月比
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国平成10年12月15日

市民病院
(外来)
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ふれあい動物園議溜)

開
館
日
を
お
確
か
め
の
う
え
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い

びわ青少年の家s59・0871

.診年末 12/21-27
年始 115から平常どおり

見附台体育館s31-3057

福祉会館ft33・2333
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刷川

休日
夜間

-
司

，.
 

N

①
叩

※
産
婦
人
科

(休
日
の
み
)
は
、
休

日
夜
間
急
忠
診
療
所
で
当
一
帯
医
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

av診
療
時
間

マ
休
臼
の
昼
間
・・・
午
前
9
時
拘
分
3

日
時
初
分
と
午
後
1
時
泊
分
1
4
時

n
U
1
3
 

q
uノ
7

マ
休
日
お
よ
び
平
日
の
夜
間
・
・・
午
後

7
時
i
ω
時
却
分

名称 所在地 m括審号

否雲堂平塚病院 紬ケj兵1-12 22-4105 

平塚共済病院 追分9-11 32-1950 

済生会平塚病院 JL野 町37-1 31-0520 

倉田病院 明石町7-12 21-0570 

平塚市民病院 南原1-19-1 32-0015 

織内中央病院 横内2730-1 54-5545 

東海大学 大機病院 大磯町月京21-1 72-3211 

歳末火災特別警戒
12月25日(金)-31日(木)

l 

2 

3 
4 

6 

5 
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教育委員会職員の募集昌閤界再前日間層副量\~~号事書室 lI A 宣言需P
I I 、a巴~I..~III~I '-9..j~"ニ ， I・E・ー‘t_.，"宅F 且 I・_CiI9...r 7~ ... _ ‘・-.1置・~ 、，

市立保育園保母嘱託員(若干名) 駅前総合案内所嘱託員(若干名)
[>対象 H百和29年4月2日-54年4月1日の問に生まれ、 1>対 象 昭和33年4J-12円-53{ド<1)"J1円の問にととま

保母資格 を1-iする方、 または平成11年3)1に資格 れ、高等学校以上を卒業した)i

取 得凡込みの方 [>勤務日時 迎 5円、 1逝iあたり 30時間

[>勤務日時 )1-金曜 l寸、 '1ニIIIJ7時30分~午後7時の [> 1~令 月叡U<15.500円

!日]σ)1口7日、子11}] 

b賃 金月額169.000円

給食調理員 ……………・……・……… 1名

市てE小学校または学校給食調理場で給食調狸裟

務にあたります。

。受験資格 昭和39年4刀2日-56年<1)-J 1日の間に生

まれ、中学校以ょを卒業した方。ただし、 4年制

大学以上 を卒業した }j(卒業見込み も含む)は除く

O申し込み方法等教行総務課(投JJ;t分庁舎 1号館 2

|借)にある指定の申し込み性類に必災事項を記入し

て、24回(木)までに本人が直媛l'iJJ*に拠出する。 i

次試験は1月12日(火)。来年4月11弓係用予定

。 問い合わせ先教育総務課n35-8113

共通事項
契約期間は1年以内(更新可能、ただし保母は!J!新

4年まで)。社会保険、雇用保険加入。通勤手、月など

文始。 i次試験は1月23円(土)。

.応募方法 I'IT販の胤j座作に必~ ・jf.瓜を記入し、 写

点をはって12)122日(火)までに、本人がi段以3J装

(市役所3階)に也綴提出する u

. 問い合わせ先職員課n21-8762

レセプト点検専門嘱託員(2名)
[>対象 I1fl和23年4月2日-50年4月1日のIIIJに泊三ま

れ、高等学校以上を準決し、医療保 11会災務経験の

ある方

[>勤務日時 月一 金i磁目、午前9時~午後4時

[>主主金 110.000円 +能率給〈概ね16万円程度)

待ち合い口ビーへの風の吹き込みを防ぐため、正面玄関を自動回転 ドアに改修しました。大き

芯 扉 が ゆ っ く り と 回 転し、 ぶつかりそうに怠ると止まるセンサーを装備するなど、お年寄りや牽

いすの方も安心して利用できるよう設計されています。また、一般車 -タクシー乗降場や、正面

玄 関からバス停までの通路へ屋根を増置しました。

施
設
の
開
館
状
況
を
紹
介
(
目
立
詰
駐
日
)

休
日
や
夜
間
に

「
急
に
熱
が
出
た
」

「お
な
か
が
揃
く
な

っ
た
」

な
ど
、
体
の

具
合
が
急
に
怒
く
な

っ
た
と
き
に
休
日
夜

間
急
忠
診
療
所
で
応
急
処
位
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

病
状
が
屯
い
場
合
や
入
院
が
必
要

な
場
合
は
、
二
次
病
院
(
下
表
参
照
)

を
紹
介
し
ま
す
。

利
用
す
る
場
合
は
、
珍
療
所
に
泣

訴
を
か
け
る
か
山
擁
ご
米
所
く
だ
さ

い
。
な
お
、
そ
の
際
に
は
「
保
険
証
」

を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

)

.
所
在
地
中
間
4
Ml
口

(ぷ

日

野

続

中
学
校
北
側
)

財

A
V
電
話
番
号

E
MA-
-
0
3
1
1

二

.
診
療

科

目

(

マ
休
日

(日
曜
日
、
祝
日
、
ロ
月
ぬ

閥

円
1
1
月
3
川
)
:
内
科
、

小
児
引

開

外
科
、
前
科

(歯
科
は
時
間
の
み
)

医

マ
月
5
金
曜
日
の
夜
間
:
・
内
科
、
小

定回
目

巴
斗

+
f

lノ
S
Z
1

当
ハ

マ
土
曜
日
の
夜
間

内
科
、
小
川
ル
科

救

外
科

目

J

・‘、a
，•...•.• 

‘、
.，・1
2
・・
‘、
，，・・・・
2

・‘、
，，・1
・-e・、、，
r
・1
J
L
、.，
・---
J

・‘、
，，・・
・2
・・‘、
，f
・

.•• 

r
‘、，
f
・・2
・:、，，
・1
2

・・‘、.，・
1
..
 r
・、.，
f
t
・--

i
し
、
う
か
身

。

し

で

い
を

世

配

を

一

燥

て

ま

わ

う

ゆ

を

一

な

場

を

足

の

「

乾

心

し

だ

庇

ぺ

@

て

タ

し

の

の

こ

も

司

句

て

一

l

t
捨

イ

を

そ

も

た

'

一1
た

L
九
う
ま

ン

げ

ラ

火

、

、

す

Y
MUい
攻
、
し
1

札

何

投

や

き

は

す

い

や

吹
デ
数
こ
日

ゅ

の

チ

た

き

や

使

、

ぇ

L
が
齢
制
刷
問

刈

こ

ツ

、
と

え

く

燃

知
明
、
が
た
即

日

ポ

マ

は

一
九

撚

叫

-K

-
火
し
く
の
る
寸

一J
q

L

、
1
1

・w一
l

司
、
兆

一
の
強
一
平
い
守
山

駅

日
以
い
ぺ
一
切
い

M

引
い
か
い

棚
、
が
高
を
仰

の

ば

い

せ

強

ら

な

ま

い

器

し

一

け

時
り
り

・万一味

の

火

た
い
ど
ば
の
ぶ
れ
の
な
気
は

ト
づ

の

た

回

性

カ

り

⑨

寝

な

子

遊

風

天
離
家

か
屯
線
ス
近

こ
い
の
険
わ
回

て
火
危
ら
の

市民病院の玄関を改修
。市民病院病院総務課岱32-0015



第637号(1日・15日発行)広報ひ5っか回

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
二

十
日
(
日
)ま
で
実
施
し
ま
す
。

年
末
は
車
や
人
の
行
き
来
が
多
く

な
り
、
交
通
渋
滞
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
市
内
で
は
、
十

一
月
末

現
在
二
千
二
百
四
十
二
件
の
交
通
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
交
通
事
故

は
決
し
て
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
う

一
度

「交
通
事
故
」
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
交
通
ル
l
ル
は
命
の
ル
1
ル

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、

一
時
不

停
止
。
周
り
を
無
視
し
た
自
己
流
の

運
転
は
大
き
な
お
故
を
呼
び
ま
す
。

お
五
い
の
安
全
の
た
め
、
交
通
ル
l

笑顔で新年
〈年末の交通事故〉
防止運動実施中

無

市内では11月末現在2，242件の事故が発生しています

固
定
資
産
税
は
、
毎
年

一
月

一
口

を
基
準
に
固
定
資
産

(土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
)
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
次
の
方
は
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

住
宅
用
地
を
変
更
し
た
方

次
に
該
当
す
る
土
地
を
お
持
ち
の

-
自
衛
消
防
隊
の
消
防
操
法
演
技

.
消
防
部
隊
の
救
出
救
助
演
技

・
一
奔
放
水
演
技

※
雨
天
の
場
合
は
、
大
原
小
学
校
体

育
館
で
式
典
の
み
開
催
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

消
防
総
務
課

(内
線
2
3
8
7)
へ
。

方
は
、
課
税
椋
準
額
が
六
分
の

一

(m
d以
下
の
宅
地
)、
ま
た
は
三
分

の
一
(
捌
ぱ
を
趨
え
る
部
分
の
宅
地
)

に
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

マ
対
象

平
成
叩
年
1
月
2
H
か
ら

平
成
日
年
1
月
1
日
ま
で
に
民
地

・

山
林
、
住
宅
用
地
以
外
の
宅
地
か
ら

住
宅
用
地
と
な
っ
た
上
地

マ
申
告
期
限

1
月
8
日
(
金
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
固
定
資
産
税
課

土
地
担
当

(内
線
2
2
8
8)

道
路
用
地
を
お
持
ち
の
方

公
衆
用
道
路
と
し
て
土
地
の

一
部

を
使
用
し
て
い
る
所
有
者
は
、
そ
の

道
路
の
部
分
を
分
錯
し
、
登
記
が
完

了
し
た
と
き
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

調
査
の
う
え
、
公
共
に
役
立
つ
道

路
に
限
り
、
翌
年
度
か
ら
非
課
税
と

な
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
固
定
資
産
税
課

土
地
担
当

(内
線
2
2
8
8)

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方

平
成
十

一
年

一
月

一
日
現
在
で
所

有
し
て
い
る
償
却
資
産
の
所
有
状
況

で
取
り
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
広
報
広
聴
謀

(宮

幻

1
8
7
6
1)
へ
。

剛・・剛'・榊・・酬・・酬・・剛・・嗣
0

・榊・・剛
・・
剛・

菊
花
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
を
発
表

第
三
十
九
回
菊
花
コ
ン
ク
ー
ル
が

聞
か
れ
、
約
三
百
点
が
出
展
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

(敬
称
略
)

食
県
知
事
賞

・
市
長
官

マ
清
田
美
朗

(大
島
)

会
県
議
会
議
長
官

マ
杉
崎
松
品
目

(大
磯
町
)

会
小
学
生
の
部
優
秀
賞

マ
西
山
美
穂
、
水
田
雄
助
、
入
江
市

美
、
佐
藤
孝
之
、
杉
山
恵
美
、
田
畑

菜
月
、
塚
本
百
合
恵
、
村
皇
美
立
、

谷
口
佳
忠
、

川
井
祐
介
、

石
田
倍
、

大
川
由
衣
、
問
中
明
、

一品
問
修
司
、

守
木

一
朗
、
問
村
呉
海
、

菊
地
陽
介
、

関
口
直
希、

田
中
一
跡
里
祭
、
長
谷
川

愛
、
平
井
杏
沙
、
平
井
郁
盟

(以
上

港
小
5
年
)

.清田美病さんの作品

友情とふれあいの輸が広がった1998年。素晴らしい感動と笑顔をありがとう

おちお1:J・ゆめw.位 IN HlRATSUKA 
だれもがスポー ツを楽 しみ、健康で生き生きと詐らせるまちづくりを目指した

、かながわ ・ゆめ国体H は、 5月の|例都祭を皮切り に、夏季 ・秋季大会と続き、

11月の閉幕祭で本を下 ろしました。

平塚市では、テニス、卓球、自転車、高等学校野球の 4競技を開催しま

した。大会運営の特色として、間紫で効率的な運営と市民団体、ボランテ

イア、企業のみなさんに協力 ・参加していただし、たことが

あげられます。特に大会期間中は、 各会場とも述円多くの

方が観戦に来られ、お互いに交流を深めるなど、足tv、出に

残る大会となりま した。長期間にわたって協力 ・参加 して

いただいた市民のみなさん、いい汗、いい顔、 品かい心を

ありがとう ございました。心 よりお礼 申し上げます。

かながわ ・ゆめ団体平塚市実行委員会事務局

ル
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

て

い
る
か
ら
停
め
る
」
の
で
は
な
く
、

マ
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
1

「自
分
だ
け
は
停
め
な
い
」
と
い
、
失

調

鰍

ご

利

用

く

だ

さ

い

二
百
七
十

一
件
。
こ
れ
は
、
今
年
持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

相

中

子

/

ド

ン

ゲ

f
ド

一
月
か
ら
十
月
末
ま
で
の
市
内
で
の
マ

「ベ
ル
ト
し
め
た」

が
合
い
言
葉

2
年

f
1
玄
、
、
コ

/
司

酒
気
柿
び
逮
転
の
検
挙
件
数
で
す
。

今

年

、
市
内
で
起
き
た
自
動
車
の

「
ひ
ら
つ
か
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
」

「こ
れ
く
ら
い
は
」「
少
し
の
距
離

関
連
す
る
交
通
事
故
の
う
ち
、
約
八
は
、
市
へ
の
届
け
出
や
手
続
き
の
方

だ
か
ら
」
と
考
え
る
こ
と
自
体
、
す
割
の
運
転
者
が
シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
活
法
、
施
設
の
利
用
方
法
、
イ
ベ
ン
ト

で
に
正
し
い
判
断
力
を
失
っ
て
い

る

用

し

て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、

助
手

な
ど
の
ご
裟
内
を
自
動
的
に
音
声
で

証
拠
で
す
。
忘
年
会
な
ど
で
お
酒
を
府
で
は
シ
1
ト
ベ

ル
ト
を
し
て
い
な
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
少

し

い

人

が

目

立

ち

、

運

転

者

よ

り

も

助

夜

間
や
施
設
が
休
み
の
日
な
ど
に
、

で
も
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
事
や
バ
イ
ク
、
手
席
の
人
が
負
傷
す
る
ケ
l
ス
が
多
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

自
転
車
の
運
転
は
絶
対
に

し

な

い

よ

く

な

っ

て

い

ま

す

。

マ

音

声

情
報

E
M
1
6
1
6
1

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

車
に
釆
る
入
金
只
が
シ
l
ト

ベ

ル

マ

F
A
×
情
報

間
引
1
5
0
0
1

マ
車
は
駐
車
場
に
!

ト
を
し
て
か
ら
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る
な
お
、
コ

l
ド
表
は
市
役
所
三
階

違
法
駐
車

・
駐
輪
は
、

一
分

一
秒
ょ
、
?
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

広
報
広
聴
謀
、
各
公
民
館
で
お
配
り

を
争
う
数
急
車
や
消
防
車
の
通
行
の

.
担
当
交
通
安
全
課

(内
線
2
6

し
て
い
る
ほ
か
、
間
情
報

(附
幻
|

妨
げ
に
な
り
ま
す
。「
み
ん
な
が
停
め

4
0
)

5

o
o
-
-
コ
I
ド
呑
号
7
8
9
3)

を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
は
、
土
地
、
家
屋
を
除
く
引

業
用
償
却
資
産
(
備
品

・
工
具

・
機

械
装
位
な
ど
)
で
、
そ
の
減
価
償
却

費
が
所
符
の
計
算
上
、

損
金
ま
た
は

必
要
経
費
と
し
て
算
入
さ
れ
る
も
の

で
す
(
自
動
車
税
、
峰
自
動
車
税
が

諜
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
除
く
)。

期
限
日
直
前
は
窓
口
が
大
変
悦
雑

し
ま
す
の
で
、
申
告
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

マ
申
告
期
限

2
月
1
日
(月
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
固
定
資
産
税
課

償
却
資
産
担
当

(内
線
2
2
9
1)

神奈川大学・東海大学が出場

応援しよう!箱根駅伝
1日2日(土)・ 3日(日)

正 月の恒例 となった「箱一一一一

相ミ駅伝」に地 元の神安川大

学と東海大学が出場しま

す 。

第3'.1-1継 所 となる平塚

中継所 を先 頭のランナー

が通過するのは、往路が

午 前11時ごろ、複i硲が午

前 10時ごろと予恕され て

い ます。新春の湖 南を力

走する選手に沿道からの

ご 戸F援をお願い します。

。 内容 式 典 、 海 砂 利 水 魚 -爆笑コン ト&トーク

該 当 す る 方 ( 昭 和53年4月2日かS54年4月1日までの聞に生まれ、 平塚市に住民登録をしている

方)には案内 状を郵送しま した。案内状が届 かない方 は青少年諜 (青 少年会館内・宮32-7029)

にお問い合わせください。

成人式は総合体育館で
1月15日(祝)午前10時30分~正午



電話23・1111・35・1111平場市役所

集 回平成10年12月15日

私
た
ち
が
納
め
た
税
金
な
ど
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に、

ど
れ
く
ら
い
使
わ

れ
て
い
る
か
ご
寄
じ
で
し
ょ
う
か
。
家
庭
で
い
え
ば
「
家
計
簿
」
に
あ
た
る
平

成
九
年
度
の
平
塚
市
決
算
案
が
、
現
在
市
議
会
十
二
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
て

い
ま
す
。
4

フ
ロ
は
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
金
額
は
原
則
と

し
て
万
円
単
位
に
四
搭
五
入
し
て
い
ま
す
。

-
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
蹴

出
額
の
合
計
は

一
千
七
百
七
十

二
億
問
千
七
百
問
十
八
万
円
で
、

前
年
麿
と
比
べ
る
と

一
七
・七

%

増
え
ま
し
た
。
主
な
理
由
は
、

市税
182，109円 (+7，942円)

( I打此税や凶定資産税なとJで)

オ
ー
ル
ス
タ
ー
競
輪
の
山
備
な

ど
に
よ
り
競
愉
恨
栄
会
計
が
大

幅
に
増
え
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
ま
ず
特
別
会
計

の
概
要
か
ら
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

叔

一

円

、つ
一

O

伴

一

冗

こ

-
Z
1
2

，
町

田

当
d
yp
可
A

成
一

1
一

位

市叫ん

城
一

2

U
H
-

F
h
v
 

間
一

O

※
一

※ IKI体施設などの技術完 nこ

よるか正

公債費
27， 706円 什2，549円)

(借り入れ金のi1'(i山こ。繰り

上げ似・巡を含む)

※大規脱工 JJT.の減少に伴う減

衛生費
27，662円 (-2，972I'J)
(ごみの処息、 I宍擦の先~な
と?に)

市民一人窃た[Q)@t)
決
算
額
肱

一般会計の目的別歳出およ
び歳入 を平成 10年3月31日の
人 口253，833人 で割った金額
.かっこ内は前年比

民生費
56，926円 (+2，227円)

(尚齢者やIH;1告者の福祉、保

育凶のi湛包'などに)

競
輪
か
ら
お
億
を

競
輪
事
業
の
よ
う
に
特
別
な

事
業
を
実
施
す
る
場
合
や
、
料

金
収
入
を
も
っ
て
特
定
の
事
業

金れ入h
リ、

つ
減

作
る

に
よ

業
に

が
少

山
政
減

辿
の

※
 

を
行
、
つ
場
合
な
ど
は
、
経
理
を

明
時
に
す
る
た
め

一
般
会
計
と

は
別
の
会
計
〈
特
別
会
社
〉
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
宇
一
な
内
市
什

と
、
舵
点
川
委

μの
な
けん
は
次
の

と
お
り
で
す
。

。
競
輪
事
業

本
市
附
似
分
の
売
り
ヒ
げ
は

約
五
百
九
十
六
億
六
千
百
.
ニ
ト

三
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
九

四

・
五
%
増
え
ま
し
た
。

一
般
会
計
へ
は
三
十
五
億
円

を
繰
り
出
し
、
社
会
資
本
の
整

備
に
充
て
て
い
ま
す
。

。
国
民
健
康
保
険
事
業

被
保
険
者
は
市
民
の
=一

0
・

九
%
で
前
年
度
に
比
べ

一
・
=一

ポ
イ
ン
ト
附
え
て
い
ま
す
。
一

人
当
た
り
の
療
必
浦
町
公
川
翻

は
ト
八
万
一a

千
九
円
卜
九
円
で
、

保
険
者
負
担
一
舶
は
十
三
万
間
行

五
卜
内
内
で
す
。
こ
の
会
討
は
、

財
抑
制
て
ん
的
な

一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
金
(
約
十
四
億
七

千
万
円
)
に
よ
り
収
支
の
均
衡
を

保
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

歳
入
の
巾
心
と
な
る
保
険
税

の
収
納
車
は
七
六

・
七
%
で
、

前
年
度
に
比
べ
ニ

・
一
ポ
イ
ン

ト
低
F
し
ま
し
た
。
監
公
委
員

か
ら
は
「
収
納
率
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
」
と
立
凡
が
添
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

。
下
水
道
事
業

全
事
業
認
可
商
柿
に
対
す
る

進
ち
よ
く
率
は
八
三

・
六
%
で

前
年
度
に
比
べ
三

・
一
ポ
イ
ン

ト
拡
大
し
ま
し
た
。
水
洗
化
可

能
戸
数
に
対
す
る
実
施
戸
数
は

九
二

・
七
%
で
す
。

事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
市

偵
と
し
て
四
十
五
億
五
千
八
百

七
十
万
円
を
借
り
入
れ
た
結
来
、

年
度
末
の
借
り
入
れ
残
高
は
六

行
七
十
四
億
円
余
り
と
な
り
ま

し
た
。
慌
作
一
一
安
円
以
か
ら
は
「
市

偵
の
レ
ボ
償
還
伐
日
の
終
的
が
懸

念
さ
れ
る
」
と
立
見
が
添
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

。
交
通
災
害
共
済
事
業

市
民
の
加
入
率
は
二
六

・

八
%
で
前
年
度
に
比
べ
八

・
四

ポ
イ
ン
ト
減
っ
て
い
ま
す
。
監

査
委
只
か
ら
は

「加
入
者
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
な
見
が

添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

歳出決算額 (前年度比) : 

732億9，967万円 (-3.4%) : 

1，039億4，781万円(+39.1%) : 

630億 2.406万円(+87.7%) : 

127億 3.909万円(+4.0%) : 

134億 7.950方円(+ 0.6%) 

13億 8.515万円 (-44.9%) : 

7.711万円 (-14.2%) : 

3.739万円 (-22.1%) : 

3.688万円(+29.0%) : 

131億 6.864万円(+5.9%) 

1，772億4，748万円 (+17.7%)計

•••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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Eコ

子育て相談室
(須賀保育園 2階)

221-7639 
-毎週月~金曜日9時30分~

16時

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

236-6013 
く〉来所 毎週月~金曜日10時

~1 7時

く〉電話 毎週月~土曜日9時

~17時(第2 ・第4土曜日を除

く)

子湾て相駁室

教育費
35，906円 (ー4，2891.IJ)

(学校・lぎl計館・公民館のi湛
';.;~.などに)

土木費
57，585円 (ー7，289門)

(道路や公l>illの蜂仰に)

も
の
で
、
歳
入
は
引
き
続
き
大

く

「将
米
の
市
民
の
み
な
さ
ん
」

八
億
四
千
八
百
万
円
余
り
の
滅
)

入

・
歳
出
と
も
二
年
述
絞
で
前

(前
年
反
比
で
十
二
億

一
千
二
百

の
財
源
な
ど
に
合
計
二
十
六
億

各会計別決算状況 (藷認52慢さ包蒜法号)

歪平1m

中央
福祉会館 公民館

=2、 口
セも
ン教

?湾
市民 ー
センタ

あ lこ子
て私 ・

られお
れh齢
る，;.化
事~ 1'， (こ

~t "'"伴の1.11'1い

こ白:m
と l血)Jll
1比傾

TliJ'で lilJ

み
ん
な
で

話
回司、』、
ムコ
〉
4
J
二
E

療育相談室
(豊田分庁舎)

8. FAX32 -2738 
0子どもの発達・発育の相談

・毎週月 -水-金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

1月14日(木)10時~

健康相談
(保健センター)

834-0311 
。電話 毎週月~金曜日10時

~16時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分~1O時30分

周辺134号

。婦人

15時

青少年相談室
(市民センター2階)

包 34-7311
。青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日10時~17時
み ~-':1Jゆみ与し

Oヤングテレホンft33-7830

(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時~ 1 8時30分)

く〉手話案内 毎週金曜日9時

~12時30分

。建築設計・耐震・バリアフリー

1月11日(月)13時~16時

。高年齢者職業 12月15日

(火)、 17日(木)、 1月5日

(火)、 7日(木)9筒~12時

く〉一般市民 毎週月~金曜日

9時~16時

』

A
ロ陪

E

A
鉱
幽品
目
SRP
-
A
険制
E

示、3
.
，24
司
、1
3
ヨ
R
'
s
-

233-2333 
。専門(法律、金融、住宅、保

健医療ー要予約) 1月14日

(木)13時30分~15時30分

く〉生活支媛 毎週月~金曜日

8時30分~17時

。ボランティア 毎週月~金

曜日8時3旧分~17時

。結婚 毎週日曜日10時~15

時(第3日曜日は除く)

く〉母子 毎週月~金曜日9

時~16時

。家庭児童 毎週月~金曜日

9時~16時

福祉会館

密日野中入口

/
¥
ス
M
V

市
ナ
窃
ゆ

く〉来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~17時

。健康 (相談員は保健婦)

12月 21 日(月 )9時~16時

会計別

一般会計

特別会計(小計 )

競輪車業

国民健康保険事業

下水道事業

都市施設用地 取得事業

食肉センター

交通災害共済事業

水産物地方卸売市場事業

老 人保健医療事業

市民相談室
(市役所 1階)

823-1111内線2293
※一般法律は予約制。

く〉人権 12月15日(火)、 1月

5日(火)13時~16時

o行政 12月15日(火)、 1月

19日(火)13時~16時

。一般法律毎週水曜日と毎

月第4木曜日13時~16時

く〉畳記・供託・測量 1月8日

(金)13時~16時

。住宅新改築 12月15日(火)、

1月19日(火)13時~16時

。発明・考案・特許 2月8日

(月)10時~15時

。労働 1月14日(木)、 3月11

日(木)13時~16時

。下請け取り引き 12月17日

(木)、 1月21日(木)13時30

分~16時

。年金・社会保険・労災

12日(火)10時~15時

。消費生活 毎週金曜日9時

~16時

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

fi21-8779 
1月

あ
な
た
の
「
声
」
を

お
寄
世
く
だ
さ
い



〈
一オ
オ
O
J川
h
h
o
J
f
i
c
/」

j
G
V弓
j
y
ノ
l
/
A
F
C
-抄

』

・

・
h

詰
イ
b
f
L
D
L
H
A
P
H

に

同

断

仰

怜

伯

帆

ル

ム

た

だ

と

な

っ

て

い

ま

院

に

あ

り

ま

す

。
前
俳
肱
ヒ
で

の
燃
減
効
8
・川
泊
引
当
寸
且
胡
陣
1
14
弘
出
却
t
ヂ

}
位

4
T
ゴ
剖

l
a
d借
地
る
揖
襲
仇

3
d
o
#

九
千
六
百
九
卜
万
円
を
借
り
入

三
卜
三
万
円
の
増
)
と
な
っ
て
年
度
比
で

一
0
・
二
%
噌
え
て

れ
ま
し
た
。
午
度
未
の
併
り
人
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
民

a

人

い

ま

す

。
こ
の
中
に
は
後
年
ほ

れ
銭
高
は
五
百
二
十
億
三
千
二

あ
た
り
に
す
る
と
、
四
十
九
万
負
担
解
消
の
た
め
繰
り
上
げ
償

百
四
卜
万
円
(
前
年
度
比
で
十

二
千
百
二
円
と
な
り
ま
す
。
還
し
た
五
億
四
千
万
円
余
り
が

・

・

:

:

:

:

:

:

合
ま
れ
て
い
ま
す
。

。
投
資
的
経
費

学
校
や
道
路
の
整
備
な
ど
、

「も
の
」
と
し
て
残
る
出
資
の
こ

と
。
前
年
度
比
で
ニ
ヒ
・
九
%

減
っ
て
い
ま
す
。

。
消
費
的
経
費

人
件
引
や
物
件
公
な
ど

「も

の
」
と
な
っ
て
践
ら
な
い
山
政

の
こ
と
。
前
年
度
比
で

0
・

一
.%
増
え
て
い
ま
す
。

。
扶
助
費

生
活
侭
護
法
、
児
童
福
祉
法
、

老
人
絹
祉
法
に
基
づ
い
て
支
給

さ
れ
る
賀
川
な
ど
の
こ
と
。
少

h
哨
市
崎

-

U
引
制
榊
き

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

O
市
税

市
民
税
と
同
定
資
産
税
で
八

歳
入
は
、
市
税
が
四

・
六

%

九

・
八
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

地
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
問
。
国
庫
支
出
会

町
文
出
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
大
規
慌
て
手
に
伴
、
つ
土
木
代

総
体
で
四

・
O
%
減
り
ま
し
た
。
補
助
金
が
減
少
し
、
前
年
度
比

。
自

主

財

源

と

依

存

財

源

で

一
二

・
八
%
減
り
ま
し
た
。

此
山
は
、
前
年
度
に
比
べ

n主
財
源
と
は
、
市
が
内
ら

O
諸
収
入

一ニ

・
問
%
減
少
し
ま
し
た
。

集
め
ら
れ
る
財
源
の
こ
と
で
す
。

競
輪
事
業
に
よ
る
収
入
が
三

人
件
費
と
扶
助
託
、
公
債
費

自
主
財
源
の
多
い
少
な
い
は
、
六

・
九
%
を
内
め
て
い
ま
す
。

を
介
わ
せ
た
も
の
(
蹴
出
の
円

行
政
活
動
の
内
主
性
と
安
定
性

O
市
慣

グ
ラ
フ
の
以
色
の
部
分
)
は
義

を
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
の
尺
学
校
や
道
路
、
公
開
の
整
備
務
的
経
質
と
呼
ば
れ
、
こ
の
経

度
と
な
り
ま
す
。
な
ど
で
多
く
の
資
金
が
必
要
な
貨
が
少
な
い
ほ
ど
行
政
運
営
に

Jr塚
市
の
門
主
財
源
比
取
は
と
き
に
凶
や
銀
行
か
ら
併
り
人
州
-M
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま

全
同
的
に
み
て
向
い
レ
ベ
ル
に
れ
る
お
金
、
つ
ま
り

「市

の

併

す

。

あ
り
ま
す
。
平
成
九
年
度
は
、

金
」
の
こ
と
で
す
。
施
設
の
建
平
成
九
年
度
の
義
務
的
経
費

前
年
度
に
比
べ
問

・
ヒ
ポ
イ
ン
設
公
用
な
ど
を

一
度
に
払
う
こ
は
凹
問

・
八
%
で
、
前
年
度
に

ト
地
加
し
、
八
二
・
三
%
と
な
と
は
、
財
源
を
雌
保
す
る
耐
か
比
べ

一一

・
八
ポ
イ
ン
ト
附
加

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ら
も
刷
雌
で
す
。
そ
の
た
め
、
し
、
こ
こ
数
年
続
い
て
い
る
硬

凶
庫
支
出
令
な
ど
依
存
財
源
が
こ
れ
か
ら
施
設
を
利
用
し

て

い

直

化
傾
向
が
友
れ
て
い
ま
す
。

•••••••••••••••••••••••••••••••••

••• 
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し
か
し
、
懸
命
に
聞
こ
う
と
し
て
い
て
も
、
活

を
し
な
い
子
は
い
ま
す
。
不
登
校
の
ケ
l
ス
で

は
、
な
ぜ
学
校
へ
行
け
な
い
の
か
、
当
の
本
人
に

も
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

自
分
向
身
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
と
ば
で

は
何
と
も
表
現
し
が
た
い
訳
で
す
。

相
談
に
来
て
、
激
し
い
遊
び
ゃ
深
い
絵
画
衣
間
引

な
ど
を
す
る
子
も
、
ロ
常
的
な
話
題
を
ほ
と
ん
ど

語
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
自
分
の

中
に
生
じ
て
い
る
体
験
を
、
日
常
的
な
こ
と
ば
で

は
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
相
談
場
而
で
は
こ
の
よ
う
な
場

合
、
一
緒
に
体
を
動
か
し
て
遊
ん
だ
り
、
絵
画
な

ど
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
ぷ
現
を
共
有
し
た
り
し
て
、

子
ど
も
が
こ
と
ば
以
外
で
話
り
か
け
て
く
る
も
の

を
く
み
取
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

話
を
し
な
い
子
ど
も
は
、
こ
と
ば
で
は
表
現
し

づ
ら
い
よ
う
な
こ
と
を
体
験
し
て
い
る
と
考
え
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

保
母
小
学
校
北
側
宮
(お
)6
0
1
2

厳
し
い
歳
入

「燃せるとみ」と一緒に出されたカセットボンベやスプレー缶などがらガスが漏れ、収集車

かう火の出る事故が発生しています。これからの季節は、鍋物などで卓上コンロ用のカセット

ボンベを使う機会も増えますが、 ごみに出すときは必ず次のことそ守ってください。 ①完 全に

使いきる、② 安全広場所で穴をあける、③資源再生ごみの日に「かん類」のコンテナへ出す

財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
閉
す

中
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
進
め
る
た
め
、
市
で
は

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
第
二
次
行
政
改
草
の
成
果

凶
の
補
助
を
受
け
て
い
巾
が
行

(予
成
九
年
度
)
や
職

μ
の
給
与

、
つ
羽
務
な
ど
で
、
国
の
岱
定
し
状
況
は
、
広
報
ひ
ら
つ
か

一
月

た
基
準
額
が
実
際
に
か
か
る
額
十
五
日
号
で
紹
介
し
ま
す
。

を
下
回
る
た
め
、
市
が
器
準
を
な
お
、
監
査
委
以
に
よ
る

趨
過
し
て
ね
犯
す
る
助
A
れ
が
あ

「成
人
政
出
決
岱
税
査
な
は
川
」

り
ま
す
。
平
成
九
年
度
、
平

塚

は

、
市
役
所
=一
時
…
の
市
政
情
報

市
は
市
立
保
育
所
の
迩
営
や
国
コ

ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
o

M
A
他
版
保
険
の
w
y
務
な
ど
に
六
ま
た
、
平
成
九
年
度
決
先
に
凶

億

一
千
五
育
問
十
二
万
円
を
超
す
る
資
料
は
、

一
川
凶
日
か
ら

過
負
担
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
で
き
ま
す
。

市
で
は
、
凶
と
地
万
の
財
政

O
問
い
合
わ
せ
先
財
政
課

秩
序
を
怖
立
す
る
た
め
、
ま
た
(
内
総
2
3
5
3
)

つ

円

円

円

円

円

円

円

円

成

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

僻

防

防

日

明

防

拐

日

幽

拐

醐

拐

拐

明
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硬
直
化
が
続
く

超
過
負
担
と
は

子
ど
も
が
話
を
し
な
い
と
き

私
た
ち
は
生
き
生
き
と
し
た
体
験
を
し
た
と
き

ゃ
、
楽
し
い
こ
と
、
つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
と
、
だ

れ
か
に
話
を
し
た
く
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
チ
ど

も
た
ち
の
中
に
は
、
あ
ま
り
訴
を
し
な
い
ιJ
や
、

急
に
口
数
が
少
な
く
な
る
子
が
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
子
ど
も
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
、
話
を
聞
く
側
の
大
人
に
つ
い
て
考
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
立
凡
な
ど
を
一言

、
つ
前
に
、
チ
ど
も
の
泊
り
か
け
て
く
る
こ
と
に
耳

を
傾
け
る
の
が
前
提
で
す
。

平成9年度一般会計決算
755億7，823万円

。小中学校校舎耐震補強

。中原小学校校舎改修工事

。港ベイサイドホール整備

。下水道整備

袋
に
な
っ
た
り
し
た
と
き

も
ち
ろ
ん
、
医
師
に
は
そ

れ
ぞ
れ
専
門
分
野
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
か
か
り
つ
け
医
が

一
人
で
何
で
も
診
断
で
き
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市サ門

分
野
が
只
な
る
場
A
H
や
相
府
首

検
査
が
必
要
な
場
合
に
は
、

か
か
り
つ
け
医
が
信
頼
す
る

ほ
か
の
医
療
機
関
へ
紹
介
し

て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
ど
の

医
療
機
関
を
選
ぶ
か
は
、
患

者
自
身
が
悩
む
よ
り
、
か
か

り
つ
け
医
の
指
示
を
受
け
る

ほ
う
が
よ
り
よ
い
と
い
え
る

で
し
ょ
、
っ
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え

の
た
め
に
も
、
身
近
に
信
頼

で
き
る
か
か
り
つ
け
医
を
持

ち、

H
ご
ろ
か
ら
家
族
の
他

山
管
理
に
努
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

av保
健
セ
ン
タ
ー

宮
(
卸

)0
3
1
1

病
院
選
び
に
迷
い
ま
す

E缶四治五入しているため合計が
合わ1(f.いところがあります

質

雌
環
境
や
家
肢
の
病
歴
、
体

質
傾
向
、
あ
る
い
は
仕
事
の

内
容
な
ど
を
把
握
し
た
上
で

診
断
や
治
療
に
あ
た
っ
て
も

ら
え
る
か
ら
で
す
。

か
か
り
つ
け
医
は
、
次
の

国庫支出金
61% 

維持繍修費
1.1% 

「資源再生ごみJは分別と出し方が命

カセットボンベを出すときは
0問い合わせ先 環境業務課宮21-8796

病
気
に
な
っ
た
と
き
、
ど

こ
の
病
院
へ
行
け
ば
い
い
か

迷
う
の
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り

大
き
い
病
院
の
方
が
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。

摂
白
目
的
や
対
象
と
な
る

開
唱
圃

司

E
E殺
之
ア
』
く
三
↑
士
、

咽
山
・

E
O老
妻
-
一
バ
で
く

7
4
Cし

:ju
--…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
す
。
こ
の
法
作
の
正
式
名
称
は
「
特

自

H
同

・

.
・
:
:
・・:
:…

を
し
て
い
ま
す
。

N
P

定
非
営
利
活
動
促
進
法
」
で
す
。

O
法
が
十
二
月

一
円
か
ら
施
行
さ
れ
こ
の
法
伴
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

た
そ
う
で
す
が
、
こ
の
法
作
の
円
的
動
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
が
行
う

n

ゃ
、
ど
ん
な
同
体
が
対
象
に
な
る
の
由
な
社
会
只
献
活
動
と
し
て
の

「特

か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
定
非
常
利
前
助
」
を
行
、
つ
団
体
に
法

(
大
野
耕
.
さ
ん

・
徳
延
)
人
的
析
を
う
え
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

N
P
O法
の

N
P
O

そ
の
他
金
な
発
以
を
促
進
し
、
公
益

…
お
答
え
一

…
と

は

Z
O口
}
M
H

・0
2
円
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

O
『
阿
白

E
g
a
gの
一
肌
文
字
を
と
っ
た
今
年
三
川
に
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の

も
の
で
、
非
常
利
組
織
と
訳
さ
れ
ま
法
作
に
誌
づ
き
、
法
人
を
放
し
比
す
る

次
共
同
参
両
社
会
の
形
成
の
促
進
。

子
ど
も
の
他
会
育
成
⑫
以
上
に
掲
げ

た
活
動
を
行
、
つ
団
体
の
運
営
ま
た
は

情
動
に
閲
す
る
述
綿
、
助
一-d
ま
た
は

政
援
の
情
動

マ
営
利
を
目
的
と
し
な
い

マ
社
日
が
叩
人
以
上
い
る
こ
と

マ
報
酬
を
受
け
る
役
口
が
役

μ総
数

の
3
分
の

1
以
下
で
あ
る
こ
と

法
人
設
立
の
手
続
き
な
ど
は
、
神

奈
川
県
県
民
総
務
室

(宮
附
(加
)1

1
1
1内
線
3
3
1
6
)
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。
犯
当

市
民
情
動
彼
進
課

(内
線

2
5
9
6)
 

は
、
叫
が
窓
U
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
二
つ
以
ヒ
の
都
道
府
県
に

事
務
所
を
設
置
す
る
団
体
は
経
済
企

阿
げ
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

次
の
よ
、
つ
を
資
格
.
安
件
(
主
な
も
の
)

が
あ
り
ま
す
。

マ
次
の
①
か
ら

O
ま
で
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
も

の
の
利
援
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

の
保
険
、
医
療
ま
た
は
楠
祉
の
地
進

⑦
社
会
救
出
り
の
仙
波
地
②
志
ち
づ
く
り

の
推
准
⑤
X
化
、
芸
術
ま
た
は
ス
ポ

ー
ツ
の
痕
興
⑤
環
境
の
保
全
般
火
害

救
援
①
地
域
安
全
⑤
人
権
の
擁
護
ま

た
は
平
和
の
推
進
⑤
同
際
協
力
⑩
出

第637号 (1日 ・15日発行)

お
答
え

よ
い
医
療
喜
け
る
に
は
、

ま
ず
医
師
と
の
よ
い
人
間
関

係
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
泣
く

の
大
病
院
へ
行
く
よ
り
も
、

ま
ず
近
く
の
開
業
阪
の
中
か

ら
家
族
単
位
で
診
て
も
ら
、
え

る
家
庭
医
、
つ
ま
り

「か
か

り
つ
け
医
」
を
持
つ
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
か

か
り
つ
け
医
を
持
つ
と
、
家

た
め
の
手
続
き
な
ど
を
定
め
た
貼
条

例

(
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行

条
例
)
が
十
刀
に
定
め
ら
れ
、
法
律

と
と
も
に
卜
二
月

一
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

法
人
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
不

動
産
の
mq記
や
銀
行
川
・
極
の
開
設
な

ど
が
法
人
名
義
で
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
社
会
的
認
知
肢
も
高
ま
っ
て
、

よ
り
活
動
し
や
す
く
な
る
と
彩
、
え
ら

れ
ま
す
。
法
人
の
設
立
認
証
の
中
前

よ
う
な
と
き
に
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る

で
し
ょ
、
っ
。

①
健
康
へ
の
不
安
を
感
じ
た

り
、
病
気
に
な
っ
た
り
し
た

シ
}
品
C

め
他
康
診
断
で
呉
川
川
を
指
摘

さ
れ
た
り
、
初
出
削
検
査
が
必

広報ひ5っか回
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